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鹿児島県初記録のボンボリカエルアンコウ
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　はじめに

　カエルアンコウ科 Antennariidae は日本近海に 3

属 15 種が生息し，その内の 12 種がカエルアンコ

ウ属に含まれる（瀬能，2013）．本属のボンボリ

カ エ ル ア ン コ ウ Antennarius hispidus (Bloch and 

Schneider, 1801) は，神奈川県小田原市，和歌山県

田辺湾，高知県柏島，および沖縄県沖縄島から記

録されている（瀬能，2013）．

　2007 年 10 月 20 日に鹿児島県南さつま市笠沙

町，2010 年 6 月 16 日に肝属郡肝付町内之浦湾に

おいて，ボンボリカエルアンコウ各 1 個体採集さ

れた．これらの標本は本種の鹿児島県初記録であ

るため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測は瀬能・川本（2002）にしたがった．

標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを用い

て 0.1 mm までおこなった．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館に保管されており，体色の記載に用いた生鮮時

のカラー写真は同館の画像データベースに登録さ

れている．本報告中で用いられている研究機関略

号は以下の通り：KAUM（鹿児島大学総合研究

博物館）；KPM（神奈川県立生命の星・地球博物

館）；KSHS：元高知高等学校（現在は国立科学

博物館に移管）；URM：元琉球大学理学部生物学

科（同登録標本は現在海洋博覧会記念公園管理財

団総合研究センターに所蔵）；WMNH-PIS-WW：

和歌山県立自然博物館池田コレクション．

　結果と考察

Antennarius hispidus (Bloch and Schneider, 1801)

ボンボリカエルアンコウ　（Figs. 1–2）

標本　KAUM–I. 7116，体長 69.5 mm，鹿児島

県南さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側（31°25′44″N, 

130°11′49″E），定置網，水深 27 m，2007 年 10 月

20 日， 伊 東 正 英；KAUM–I. 34304， 体 長 105.9 

mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾（31°17′N, 

131°05′E），定置網，水深 40 m，2010 年 6 月 16 日，

土田洋之．

記載　背鰭 3 棘 12 軟条（最後の 2–3 軟条は不

分枝）；臀鰭 7 軟条（すべて分枝）；胸鰭 10 軟条（す

べて不分枝）；腹鰭 1 棘 5 軟条（すべて不分枝）；

尾鰭 9 軟条（すべて分枝）．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：全長

135.1–137.5：頭長 60.7–62.9：吻長 10.5–12.9：眼

径 4.8–6.6：両眼間隔 14.0–15.3：体幅 30.4–31.8：

体高 61.3–64.9：尾柄高 14.8–15.8：吻上棘長 14.2–

14.6： 背 鰭 第 2 棘 長 12.7–13.7： 背 鰭 第 3 棘 長

18.7–19.1：背鰭最長軟条長 30.4–31.0：臀鰭最長

軟条長 24.5–26.5：胸鰭最長軟条長 25.5–25.9：尾

鰭最長軟条長 37.3–38.4．

体は卵型で著しく側扁する．尾鰭は丸みをお

びる．体表は小棘で覆われる．吻上棘の先端に羽
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Fig. 1. Fresh specimen of Antennarius hispidus. KAUM–I. 7116, 69.5 mm standard length, Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima, southern 
Japan.

Fig. 2. Fresh specimen of Antennarius hispidus. KAUM–I. 34304, 105.9 mm standard length, Uchinoura Bay, Kimotsuki, Kagoshima, 
southern Japan.
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毛状の皮弁を有する．背鰭第 2–3 棘はともに後方

に曲がる．吻上棘を除く背鰭棘と軟条部は，厚い

皮膚で覆われる．臀鰭最終軟条の後部の鰭膜と尾

柄部が連続しない．鰓孔は胸鰭腋部下に位置する．

胸鰭は体側中央に位置する．

生鮮時の色彩　体の地色は淡黄色から淡褐色

を呈する．腹部を除く体全体に不規則な黒色線を

多数有する．吻上棘は黒と白の縞模様で，その先

端の皮弁は白色と黒みをおびた淡褐色を呈するも

の，黒みが強いものと変異がある．各鰭は体色と

同色であり，黒色斑が線をなすように並び，一部

は繋がる．

分布　Antennarius hispidus はインド・西太平洋

に 広 く 分 布 す る（Pietsch and Grobecker, 1987; 

Yoshida, 2013, 2017）．国内では神奈川県小田原市

（Senou et al., 2006）， 和 歌 山 県 田 辺 湾（ 池 田，

1993；池田・中坊，2015），みなべ町（池田・中坊，

2015），高知県柏島（平田ほか，1996），鹿児島県

大隅半島東側内之浦（本研究），薩摩半島西側笠

沙（本研究），および沖縄県沖縄島（横田・瀬能，

1991）から記録されている．

備考　鹿児島県本土から採集された標本は，鰓

孔が胸鰭腋部下にあること，吻上棘基底が上顎の

縫合部より前へ張り出すこと，吻上棘先端に一塊

の羽毛状の皮弁を有すること，臀鰭の後端は尾柄

部と鰭膜で連続しないことなどから，瀬能（2013）

が記載したボンボリカエルアンコウの標徴とよく

一致したため，本種に同定された．

横田・瀬能（1991）は，沖縄県知念漁協で得

ら れ た 2 個 体（URM-P 10530, 体 長 133.0 mm; 

URM-P 19500, 体長 130.5 mm）に基づき，新標準

和名ボンボリイザリウオを提唱した．その後，池

田（1993）は本種 1 個体（体長 103 mm）を和歌

山県田辺湾から，平田ほか（1996）は 1 個体（KSHS 

22372）を柏島から記録した．Senou et al. (2006)

は神奈川県小田原市石橋沖で採集された本種 1 個

体（KPM-NI 14467）を報告した．その後，日本

魚類学会標準和名検討委員会（2007）により本種

はボンボリイザリウオからボンボリカエルアンコ

ウに改称された．池田・中坊（2015）は，池田（1993）

が報告した 1 個体に加え，和歌山県みなべ町で採

集された 1 個体［WMNH-PIS-WW 10216 (2), 体長

133 mm］を報告した．本種の国内における記録

はこれらがすべてであり，したがって，本研究で

報告した 2 個体のボンボリカエルアンコウは，鹿

児島県からの初記録となる．
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